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１．はじめに

（１）研究の背景

　「芸術区」の起源は 20 世紀初頭にさかのぼる。1907 年，アメ

リカに MacDowell Colony という芸術区（村）１）が，1965 年に

はパリに Cité internationale des arts（パリ国際芸術区）２）が成

立した。いずれも財団法人が管理し芸術家が１年以内の短期間滞

在するいわゆる「Artist-in-Residence」である３）。中国の「芸術

区」は当初「画家村」，「芸術村」と呼ばれた。おもに現代芸術を

制作する作家が自主的に都市郊外に集まり創作と生活をする場所

で短期滞在ではない。その後，アメリカ，フランスなどに由来す

る「art district」，「art zone」などが翻訳され「芸術区」という

言葉が定着したと考えられる。

　現在中国における「芸術区」は「文化産業園」または「文化創

意産業園」のひとつとして位置付けられている。中国の「文化産

業」の生産は 2006 年の 5,123 億人民元から 2013 年には 21,320

億人民元と４倍以上に成長し，GDP（国内総生産）に占める割

合は 2.37％から 3.69％と増加した４）。2006 年には経済的な効果

を期待した中央政府が現代芸術を「文化産業」または「文化創意

産業」の一部として支援を開始した５）。また，「文化産業」が集

まるエリアである「文化（創意）産業園６）」は「大面積の地区に

資金を投入して企業を誘致し，地方経済を牽引する経済開発に等

しい」と指摘された７）。なお，「文化産業」は中国中央政府が定

義分類し，「文化創意産業」は北京市が使い始め地方都市にも広

がった用語であるが，中央政府は正式に定義していない。中国に

おいては「文化産業」と「文化創意産業」の違いはほとんどない８）。

このため本論文では「文化産業」を用いることとする。

　中国における現代芸術は，1960 から 1970 年代の文化大革命後

に体制批判を試みることで芸術の自由と政治の民主化を勝ち取ろ

うとしたと言われている９）。社会の批判や政治的なイメージのモ

チーフが使われたため制作への規制があったが，その後国際的な

評価を得て経済効果が広く認識され，政府は積極的な支援を始め

た 10）。政府が支援するということはすなわち作品の基底となる

批判性や実験性が軽視されることでもある。現代芸術の作品を制

作，展示，販売する場所である「芸術区」は中国各地に存在する

が，「文化産業」の一部として経済的な役割が優先され，芸術区

の立ち退きや，芸術以外の施設への入れ替えなどの問題が発生し

ている 11），12）。しかし，中国全体における現代芸術の場としての「芸

術区」の現状は把握されておらず，政策の影響から課題を整理す

る必要がある。

（２）既往研究と本研究の目的

　中国の「芸術区」「文化産業」に関する既往研究は北京市の芸

術区を対象に分布と施設の変遷を明らかにしたもの 13），建築計

画の視点から倉庫や工場のコンバージョンの事例として取り上げ

たもの 14）がある。また，北京市の「798 芸術区」の事例研究と

して，芸術区の空間を「物質」，「社会」「意義」から分析した研

究 15），社会学の視点から「作家の集団移動」と「非日常」が形

成の要因であると指摘した研究がある 16）。さらに，北京市の宋

庄画家村を事例に「芸術区」を「文化産業園区」と位置付けるこ

とによる「芸術の産業化」の課題を明らかにした研究 17），武漢

の曇華林芸術村を事例に「都市民俗村」への展開を提言した研究

がある 18）。

　これらの既往研究は空間の特徴を明らかにし芸術区の課題を指

摘しているが，事例研究が多く中国全体の芸術区を政策との関係

から俯瞰し，変遷を明らかにしたものはない。本研究は既往研究

をふまえ，中国における現代芸術を扱う芸術区の展開と政策の影

響を明らかにし，今後の中国における現代芸術のマネジメントに

ついて考察することを目的とする。

（３）研究の対象と方法

　「芸術区」は中国の現代芸術の場として始まったが，「画家村」

「芸術家聚集区」などの名称を用いることもあり定義が明確では

ない 19）。本研究では現代芸術を中心に，制作，販売，展示など

の芸術活動が展開し，運営されているまとまった地区を「芸術区」
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とする。

　検索サイト Google で「芸術区」，「画家村」，「文化創意産業

園」，「文化産業園」，「創意産業園」のキーワードで得られた結果

のなかから，現代芸術に関わる活動が確認できた芸術区を選択し，

170 カ所を抽出した。その中から成立年代が不明な８カ所を除く

162 カ所を対象とした。

　また，芸術区に関わる政策は文献資料および公文書，地方政府

のホームページ，新聞記事，ウェブの記事から把握した。162 カ

所の芸術区に関する資料として，芸術区のホームページのほか，

中国文献検索サイト「知網」（cnki）」で検索して得た雑誌および

新聞記事を用いた。

２．芸術区に関連する政策

　中央政府が 2000 年から公示した文化産業の関連法令は表－１

の通りである。芸術区に直接に関わる法令はなく，芸術区は「文

化（創意）産業園」のひとつとして管理されている。

　最も効力が強いのは五カ年計画関連で３件，次は中国共産党代

表大会（以下「党大会」）関連で，報告１件，決定１件，「中国共

産党十五届五中全会」の綱要建議が１件ある 20）。そのほか法的

な効力が強い順に「行政法規」３件，「部門規章」８件，「行政規

範文書」が 11 件ある。「行政法規」は国務院が立法権を行使して，

憲法および法律に基づいて関連の行政事項を制定するものであ

る 21）。「行政法規」の上位に「法律」があるが，文化産業等に直

接関わる法律はない。担当部署は文化部が最も多く 15 件（うち

他部署と共同が４件），次に国務院６件となっている。

（１）政策としての文化産業のはじまり（2000 年 - 2004 年）

　2006 年まではおもに国務院と「党大会」によって総合的な方

針が示された。中国ではいわゆる「五カ年計画」で国の大きな方

向性を定めるが 22），2001 年からの方針を示した第十次五カ年計

画に関連する「第十個五年計画的建議（2000 年）」と「第十個五

年計画綱要（2001 年）」は冒頭で「文化産業」について言及した

が具体的な内容の記載はなかった。

（２）文化産業の展開と芸術区乱立の背景（2005 年 - ）

　2005 年には国務院による「関於非公有資本進入文化産業的若

干決定」として国の通達でははじめて文化産業が主項目として取

り上げられた。展覧会や文化マネジメント，経営，文化製品の制

作と輸出等が営利項目として位置付けられ，民間の資本による開

発が可能になった 23）。

　最も大きな変化は 2006 年の国務院による「国家『十一五』時

期文化発展計画綱要」で，第五節「文化産業」には強化とともに

市場の育成推進が示された 24）。第六節「文化創新」には経済力

がある都市に「文化創意産業園」を開発し，多様な創意産業に関

わる人材を集約するとされた 25）。この方針に従って，文化部は

2006 年以降，部門規章および行政規範文書で「文化産業」に関

する具体的な管理規則を公布した。

　これをうけて北京市，上海市，南京市などの大都市が「文化（創

意）産業」に関する政策を公示し，北京市政府，深圳市政府が同

年に「文化産業オフィス」を率先して設置したことがきっかけで

各地に芸術区が広がった 26）。2006 年には大都市域に六つの「創

意産業群」が計画されたが 27），この時期に芸術区が多く開発さ

れた地域と当初の「創意産業群」の計画は必ずしも一致しない。

例えば，文化産業に関する政策が 2010 年まではなかった広東省は，

現在は全国で３番目に芸術区が多い省市となっている。

（３）文化（創意）産業園の乱立と監理強化（2009 年 - ）

　2006 年以降，不動産開発の利益を目的とした文化産業園の乱

立が続いた 28）。中央政府による 2006 年以後の支援政策は「部門

規章」や「行政規範文書」である。おもな対象は工芸や劇曲など

伝統芸術であり現代芸術に対する直接の支援政策はなかった。

2009 年に文化部が公示した「文化部関於加快文化産業発展的指

導意見」には中国の現代芸術の海外市場への推進が示され，現代

芸術がはじめて政策に取り上げられた 29）。

　2009 年に国務院は「文化産業振興計画」を公示し，その前後

で文化部は文化産業に関する支援政策を打ち出した。制定元は統

一されておらず，例えば，資金や文化産業投資に関わる政策も文

化部や財政部などさまざまな部署が類似の政策を公布してい

る 30）。これらの政策は法的効力が弱く 31），文化産業園に「文化

産業」とは無関係な物販店や飲食店などの混在が広がった。例え

ば，2000 年に成立した上海の田子坊芸術街のように以前はアト

リエやギャラリー，デザイン事務所が芸術区を形成していたが，

物販や飲食店が占領し作家が地区を離れたため，芸術関係の施設

は全体の約２％となり「芸術区」の実態がなくなってしまったと

いう例もある 32）。

　こうした課題をうけ文化部は 2010 年「文化部関於加強文化産

業園区基地管理，促進文化産業健康発展的通知（文化産業園等の

管理および文化産業の促進に関する通知）」で基準の作成を促し，

「国家文化産業示範園区管理辦法」では文化関連企業の割合を

60％以上にするという具体的な基準が示されたが，その後も解決

されなかった。

　2014 年には文化部が「国家文化産業示範基地管理辦法（国の

文化産業モデル地区の管理方法）」を制定し，年一回の担当部署

への報告提出，定期検査，不正や連続赤字の場合のモデルの名称

撤廃，などを示した 33）。しかし，対象とする国の「文化産業基地」

は少数で効果は期待できない 34）。

（４）文化産業への経済的な支援政策 （2009 年 - ）

　2009 年以降，文化産業への金融面の政策支援が増加した。

2008 年までは２件，2009 年から 2014 年までは５件の関連政策が

あり，機関は国務院，文化部，財政部がある。2011 年に開かれ

た中国共産党第 17 期中央委員会第６回全体会議で「文化産業を

国民経済の支柱産業にする」と決定されたことが影響し 35），

2012 年および 2013 年の芸術区成立数が増加したと考えられる（図

－１）。

　2014 年には財政部によって文化産業の支援対象組織のリスト

が示された 36）。800ヶ所の機関や大学，企業が対象になったが，

主に観光，工芸，アニメ，ソフト開発，印刷に関する組織であり，

現代芸術に関わる対象は 26ヶ所で約３％にすぎない。さらに 26

カ所の中で「現代芸術」（中国語の「当代芸術」）という言葉が明

記されたのは２ヶ所のみだった 37）。

（５）現代芸術への支援政策（2011 年 - ）

　2011 年の文化改革計画 38）では文化産業を国の支柱産業にする

「文化強国」が打ち出された 39），40）。これを受けて 2012 年文化部

は「文化部一二五時期文化産業倍増計画」を公示し，文化部が管

理する文化産業の年 20％以上の増加を目標に掲げた。さらに文

化産業や文化産業園の乱立にたいし「量より質」を唱え，特色あ

る文化産業集合地区の開発，文化消費の拡大を提言した。「芸術

品業」はこの計画の重点業種とされ，芸術品の取引への支援のほ

か，各地の資源を生かした芸術区の開発，世界的な芸術売買の中

心となる芸術産業集合区の開発が推進されることになった 41）。

ここでは「芸術区」という言葉が初めて国の公文書に用いられた

が，政策的には「倍増計画」の対象であり，芸術の内容や概念を

問う内容はなく，経済発展の産業の一部として位置付けられてい

るにすぎない。

３．芸術区の概要

（１）162ヶ所の芸術区の成立

　本研究の結果から中国全体で現代芸術に関わる活動が確認でき

た芸術区は 162ヶ所あることが明らかになった。成立年代別の芸
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表－１　文化産業に関連する政策
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術区は表－２の通りである。芸術区という名称が 73ヶ所，創意

園が 17ヶ所ある。

　1990 年に中国に作家らが北京市の郊外に集まり最初の芸術区

である園明園画家村が形成された。その後，上海市などの大都会

を中心に芸術区が広がった。図－１は中国本土の芸術区の成立数

の推移である。2005 年以前は最大年間７カ所だったが 2006 年以

降増加したことがわかる。中でも 2006 年から 2009 年にかけて

62ヶ所成立しており全体の約４割を占める。

　閉鎖された芸術区は 1990 年以降 2015 年までに 19 カ所で，そ

のうち 15 カ所は 2010 年以降である。また，14 カ所は 2006 年以

降に成立した芸術区である（表－１）。閉鎖の理由は都市開発が

15 カ所と最も多い。1990 年代に閉鎖された芸術区２箇所はいず

れも政治的な要因だったが，2013 年，2014 年は経営不振が１ヶ

所ずつある。

（２）分布（図－２，図－３）

　図－２は省・直轄市・自治区の芸術区数である。芸術区の数が

多いのは三つの超大都市である北京市（32 件），上海市（19 件），

広東省（18 件）で，次に浙江省（13 件），江蘇省（12 件）である。

大都市の経済面および文化交流面の利便性が関係していると考え

られる。一方，現代美術を扱う芸術区がないのは吉林省，内モン

ゴル自治区，青海省，チベット自治区，海南省である。北京市を

除くと，東南沿海地域に集中している（図－３）。内陸部で５ヶ

所以上あるのは四川省，重慶市，雲南省，東北地方では遼寧省の

みである。

（３）形成主体，建物，管理主体および施設

　芸術区の形成主体は企業，作家，政府，その他にわけることが

できる。もっとも多いのは企業 42）が開発したもので 79 カ所，作

家が自発的に集まって形成したものは 46 カ所，政府が主体となっ

て開発したものは 23 カ所である。建物は「798 芸術区」に代表

される工場や倉庫を利用したものが 88 カ所と全体の半数以上を

占め，次に新たに開発したものが 39 カ所，民家を利用したもの

は 27 カ所となっている。

　形成主体と利用する建物，構成，管理主体との関係をクロス集

計し，カイ２乗検定を用いて検定した結果，有意差が認められた

（p<0.05）項目があったものを表－２，３，４，５に示す。形成主体

が企業であるか作家であるかによって建物，施設，管理主体が異

なることがわかる。

（ⅰ）形成主体と建物（表－２）

　主体と建物の組み合わせで最も数が多いのは企業が工場や倉庫

を利用して開発した芸術区で 47 カ所，全体の約３割を占める。

作家が自主的に集まったものは民家を利用し，企業が開発したも

のは民家の利用が少ない傾向にある。

（ⅱ）形成主体と施設（表－３）

　芸術区の主要な施設には作家が制作するアトリエと作品を展示

表－２　芸術区一覧
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販売するギャラリーがある。アトリエとギャラリーともにある芸

術区は 90 カ所（56％）である。形成主体との関係をみるとアト

リエのみの芸術区は企業が少なく作家が多い。逆にギャラリーの

みは企業が開発したところが 10 カ所中９カ所を占める。

（ⅲ）形成主体と管理主体（表－４）

　中国の芸術区では管理主体は企業と地方政府またはその両方で

あり，作家自身は管理主体にならない。企業が管理する芸術区が

最も多く 105 カ所（65％）ある。形成主体との関係をみると，企

業が開発し企業が管理するものが 70 カ所と最も多く，作家によっ

てつくられた芸術区は管理主体が不明なものが多い。また政府に

よって開発された芸術区は企業と政府による管理が多い。

（ⅳ）施設と建物（表－５）

　利用する建物と施設の関係をみると工場と倉庫を利用し，芸術

区にアトリエとギャラリーともにある芸術区は 57 カ所と最も多い。

アトリエのみの芸術区は民家を利用することが多い。これは必要

な空間の規模によるものと考えられる。

４．芸術区の変遷

　図－１に示すように，芸術区の成立数の変化によって，大きく

三つの時期に分ける事が出来る。年間の成立数が 10 カ所未満の

1990 年代から 2005 年を第１期（33 カ所），最も多い 2006 年から

2009 年を第２期（62 カ所） ，10 カ所前後で推移している 2010 年

以降を第３期（67 カ所）とした。各年代の芸術区の形成主体，

建物，管理主体，施設を表－８に示す。

（１）第１期（1990 年代 - 2005 年）

　この時期には形成主体，管理ともに企業の割合が少ない。また，

作家が成立要因になったものが多いのが特徴である。最も古い芸

術区は深圳大芬村である。1989 年に香港の画商が 20 人の職人を

連れて移住し輸出専用の複製画の生産を始めたのがきっかけで，

現在は複製品を描く職人と作家が混在し，アトリエ，画廊，美術

館などの芸術施設がある 43）。

　この時期に成立した芸術区 33 カ所のうち 10 カ所が北京市にあ

り，そのうち９カ所は作家が主体となってつくられたものである。

特に 1990 年代は７カ所中５カ所が北京市にある 44）。1989 年のい

わゆる「天安門事件」以降，中国の現代芸術は規制をうけ美術館

など公共の芸術施設には展示が出来なくなった 45）。こうした状

況の中作家が集まり形成されたのが円明園画家村 46）と北京東村

である。しかし，現代芸術の活動は政府に認められず，二つの芸

術区は 1990 年代中頃にともに解散し，追われた作家らが北京市

郊外に新たな芸術区を作った 47），48）。政治的なメッセージが強い

初期の現代芸術は政治の中心である北京と深く関わっており，そ

のために解散を強いられたことがわかる。

　2000 年から 2005 年に成立した 26ヶ所の芸術区のうち作家が形

成したのは 17 カ所で 65％を占める。この時期に北京市から，天

津市，上海市，江蘇省，浙江省，四川省，雲南省，山東省，遼寧

省，黒龍江省などの省市に拡大した。同時に工場や倉庫を利用し

た芸術区が見られるようになった。北京の「798 芸術区」は工場

施設 49），上海市のＭ 50 芸術区は旧倉庫をそれぞれアトリエに改

造したものである 50）。

　この時期に政府が開発した芸術区は２ヶ所ある。黒竜江省の「哈

爾賓太陽島俄罗斯画家村（太陽島ロシア画家村）」は 2004 年に中

国とロシアの芸術交流を目的として作られた 51）。この画家村は

他の芸術区と異なり作家が短期滞在して制作し，同時に観光事業

を展開している。2003 年に遼寧省に建設された遼河文化産業園

は美術館やアトリエ，画廊，画材店，公園などが整備された複合

施設である 52）。2004 年に中国文化部に「文化（美術）産業示範

基地」に認定された 53）。

（２）第２期（2006 年 - 2009 年）

　この 4 年間に最も多くの芸術区が開発されたが，2008 年は８

カ所と比較的少ない。これは，いわゆる「リーマンショック」と

よばれる金融危機の影響であると考えられる。形成主体は 62 カ

所のうち 28ヶ所が企業，21ヶ所が作家であり，企業が作家を上回っ

た。この時期は大都市の不動産価格が高騰し企業による投資目的

の開発が盛んになったことが要因であると考えられる 54）。たと

えば，2008 年に上海郊外に開発された上海大東方画家村は，当

初は不動産会社の新築マンションだったが入居率が低く，人を集

めるために作家に移住を促し画家村を形成した 55）。作品を２点

無償で美術館に寄付することを条件に２年間の家賃が減免された

が 56），その後地価が高騰し住居用のマンションの拡大開発が計

画され大東方画家村は解散を強いられた 57）。

　建物は工場，倉庫の利用が，管理は企業，施設はアトリエとギャ

ラリーの複合タイプがそれぞれ半数以上を占めている。典型的事

例として上海市の五角場 800 芸術区，広東省の羊城創意園，浙江

省のＡ８芸術公社があげられる。

（３）第３期（2010 年 - 2015 年）

　2010 年以降に成立した芸術区数は１年間に９から 14 カ所で第

２期に比べ減少した。これは政府が「文化産業園の（投資目的の）

不動産開発を控える」ことを通知したためであると考えられ

る 58）。企業が開発した芸術区が多く，作家によるものが少ない

のが特徴である。また管理主体が企業の芸術区は１期，２期に比

べ増加した。企業が開発した芸術区には新しい形態がみられる。

　たとえば，貴州省（貴陽市），上海市，湖北省（武漢市）に進

出した K11（K11 Art Mall）というショッピングセンターには

屋外展示エリアやアトリエ，美術館が設置され，若手作家のサポー

ト事業として短期滞在の制作や展覧会の開催が可能である 59）。

また，観光エリアの一部として開発された例として，上海市の馬

陸葡萄芸術村はブドウの産地に，四川省の中国芸庫芸術区は郊外

の歴史的な街区にあり，就職率が低下した社会情勢を背景に，美

術大学の卒業生と若手作家に制作の拠点と仕事を提供し，観光地

に新たな観光資源を導入したと評価された 60）。

　そのほか大学が主催（または関係）した芸術区が３件ある。四

川美術学院は重慶市に働きかけ，企業と共同で虎溪公社を開発し

た。福建師範大学は新華創意園（福洲市）を使って授業を行って

いる。第３期は，成立数は第２期に比べ減少したが，多様な形態

の芸術区が見られるようになった。

５．考察

　中国の現代芸術に関連する 162ヶ所の芸術区の変遷とその要因

としての政策との関係について考察する。

（１）関連政策と芸術区展開の繋がり

　政策と芸術区の関係は表－９のとおりである。第一期の 2002

年に，党大会での文化産業発展が示されたことで，成立した芸術

区は，2003 年は７件と 2002 年（２件）の約３倍となった。しか

し，この段階では具体的な政策は少ないため，形成主体は企業よ

り作家が多い。作家が主体となって形成された芸術区は民家など

を利用したもので管理主体も明確ではない。

　第二期には 2005 年の国務院による通達をはじめ次々に文化産

業に関連する政策が打ち出され，芸術は「文化産業」の一部とし

て経済活動に位置付けられた。この影響で経済的な発展が著しい

沿岸部の都市を中心に企業が投資目的に開発した芸術区が４年間

で急増した。

　第三期以降は開発の圧力で閉鎖される芸術区が増加する一方，

新設の芸術区は形成主体，管理主体ともに企業になり芸術区の地

域や形態の多様化と観光資源化が促進された。政府は経済支援の

一方で文化産業の割合の規定や投資目的の開発の制限を行った。

　政策的には芸術区と現代芸術は文化産業におけるごく一部の要
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図－１　芸術区の成立数の推移（単位：カ所）

図－２　省・直轄市・自治区の芸術区数（単位：カ所）

図－３　芸術区の分布

表－３　廃止された芸術区

表－５　形成主体と施設

（単位：カ所）

（単位：カ所）

表－４　形成主体と建で表示

（単位：カ所）

表－６　形成主体と管理主体

（単位：カ所）

表－７　施設と建物

* 表４－７　発生率を，カイ２乗検定を用いて検定した結果，有意差が認

められた（p<0.05）項目について　：プラス　：マイナスで表示
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素にすぎず，芸術区に直接言及している政策は１件のみである。

一方，芸術区の成立数は増加しており，芸術に関する専門的な政

策が不十分なまま，芸術市場の活性化，国民の芸術需要の増加が

推進されている。現代芸術に対する政策は，各地の資源を生かし

た芸術区の開発など，2011 年以降少しずつ見られるようになった。

しかし，中央政府による現代芸術の制作環境への具体的な支援は

ない。

（２）中国における芸術区の課題

　中国の芸術区は当初は作家が民家などを利用して制作するアト

リエ中心で，中でも 1990 年代に成立した芸術区は作家が生活し

ながら制作したという特徴がある。北京市から全国に拡大し，施

設の形態も多様化した。企業が開発した芸術区は工場や倉庫を利

用し，企業自身が管理するものが多い。企業が関わることで作家

が自発的に形成した芸術区に比べ施設が完備され，政府が開発し

た芸術区に比べ経営や管理に柔軟性があるなどのメリットがある。

　上位政策において文化産業は国民経済の柱として経済的な効果

が期待されている。政府の支援を受け「文化（創意）産業園」の

ひとつとして認定されることが芸術区の存続を担保しており，そ

れ以外の場合は開発によって閉鎖する可能性が高い。このような

状況の中で，「文化（創意）産業園」における現代芸術への理解

を促し適切なマネジメントを政策として打ち出す必要がある。そ

のためには作家をはじめ芸術にかかわる専門家の意見を反映させ

ることが期待される。
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